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Ｃモデル 事例１：話すこと[やり取り]・質疑応答 

 

１ 単元の目標 

 身近な話題（自分＋家族または友人）について、お互いに情報を共有し、必要な情報を質問しなが

らやり取りを続けることができる。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自らのことを紹介する語彙や

表現、言い回しを理解してい

る。 

・他者のことを紹介する語彙や

表現、言い回しを理解してい

る。 

・必要な情報を相手から聞き出

し、考えや気持ちなどを話し

伝え合う技能を身に付けてい

る。 

・自分の意見を相手によりよく

理解してもらえるように、教

科書で得た知識をもとに論理

構成や展開を工夫して話して

伝え合っている。 

・相手の意見に応じて、同意や

質問をして話して伝え合って

いる。 

・自分の意見を相手によりよく

理解してもらえるように、教

科書で得た知識をもとに論理

構成や展開を工夫して話して

伝えようとしている。 

・相手の意見に応じて、同意や

質問をして話して伝え合おう

としている。 

 

３ テストについて 

（１）場所 

廊下又は別教室 

（２）内容 

自己紹介と自分の家族・友人などについて伝え合おう 

（３）準備物 

タブレット端末等の録画機器、タイマー、Googleクラスルームにおける評価ページ 

Google Formsによる振り返りシート 

（４）所要時間等 

・一組（二人）当たり３分 

・１クラス（20）人当たり１単位時間（50分）程度で実施 

（５）方法 

 〈事前の準備〉 

・テストについて、生徒に以下の内容を伝えておく。 

   ※テストは二人一組で受けること。 

   ※教科書で学習した表現を活用すること。【資料１】 

   ※生徒は紹介する人物の写真等を見せること。 

   ※相手の意見に関し、必要に応じてメモを取ること。 

 〈テスト当日の流れ〉 

  ・テストを実施する順番を Google Classroom で配信する。 

  ・テストの採点基準や、必要な道具（端末やメモ帳）を改めて配信する。【資料２】 
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  ・テストを終了した生徒は、振り返りシートを Google Forms にて入力して教師に送信し、その

後、次の単元に向けた事前学習を行うよう指示する。 

 〈採点〉 

・教師はその場で Google Classroom内において採点し、即時フィードバックを行う。 

  ・テスト実施後、教師は振り返りシートを確認し、必要あればそのフィードバックも行う。 

（６）採点の基準 

次の採点の基準によって評価する。「思考・判断・表現」については、二つの条件をどちらも満

していれば「ｂ」（おおむね満足できる）としている。 

○「思考・判断・表現」についての条件 

 条件１：時制を適切に使用し、自己紹介と他己紹介を行っている。 

 条件２：相手の回答内容に応じ、基本的な疑問文の形を用いて、情報を得ようと質問をしている。 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

a 

・単元の表現を十分に理解

し、活用できる。 

・時制を適切に使用し、基

本的な疑問文を理解しや

すい英語で話して伝えて

いる。 

二つの条件を満たした上で、関

連する情報などを加えながら、

やり取りを続けている。 

 

二つの条件を満たした上で、関

連する情報などを加えながら、

やり取りを続けようとしてい

る。 

 

b 

・単元の表現を理解し、活

用できる。 

・英語に多少の誤りはある

が、理解に支障がない程

度に時制を意識し、疑問

文を理解しやすい英語で

話して伝えている。 

二つの条件を満たしてやり取り

を続けている。 

 

二つの条件を満たそうとしてや

り取りを続けてようとしてい

る。 

 

c 「b」を満たしていない。 「b」を満たしていない。 「b」を満たしていない。 

備考： 

① 「知識・技能」の評価では、語彙や文法の誤りの数に基づいて評価するのではなく、コミュニケ

ーションに与える影響の大きさを総合的に判断する。 

② 「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価では、［指導する表現例］の

みにこだわることなく、記載のない表現も評価の対象とする。相手の発言に十分に反応し、意見や

質問を重ねられているかどうかを評価する。【資料３】 

 

４ テストまでの指導について 

目標設定と共有 

・単元の目標、評価規準を生徒と共有する。 

・パフォーマンステストの内容と採点の基準を生徒と共有する。 

授業での活動（５時間程度の授業を想定） 
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・教科書本文を聞いたり読んだりして、基本的な疑問文（be 動詞、一般動詞、疑問詞の活用）を

理解する。 

・自己紹介と他己紹介がどれくらいできるかを動画で撮影し、生徒が自らの英語を確認する機会  

 を与える。 

・相手の会話から質問を考える活動を行う。 

・教科書の文章や内容を活用し、自己・他己紹介の内容を作成する。 

指導上の留意点 

・翻訳ソフトを活用するかどうかは教科担当で事前に決めておく。 

・家族に関してはプライバシーの観点から、友人や知人の紹介することも可能とする。 

・最初は翻訳ソフトを活用せずに、自分で英文を作成させることで、自分の能力を把握させる。 

・ＡＬＴを活用し、言語活動の際に支援してもらう。 

 

５ フィードバック 

振り返りシートを活用し、これまでの学習を振り返り、次の単元に向けた取組について確認させ

る。また、振り返りシートに対して教師がコメントを返信することで、生徒のモチベーションが高め

られると考えられる。【資料４】 
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【資料１】英会話で活用できる表現プリント（例） 

自己紹介プリントと、相手に質問するときの表現プリントを以下に示します。これらのプリント

を使って、自己紹介を行い、他の人とコミュニケーションを円滑に取る練習をすることができま

す。 

 

自己紹介プリント** 

1. 自己紹介の基本** 

   - "Hello, my name is [Your Name]." 

   - "Nice to meet you." 

   - "I'm from [Your Country/City]." 

 

2. 年齢と職業** 

   - "I'm [Age] years old." 

   - "I'm a high school student/teacher." 

   - "I work as a [Job Title]." 

 

3. 趣味と関心事** 

   - "In my free time, I enjoy [Hobby]." 

   - "I'm interested in [Interest/Hobby]." 

   - "I'm a fan of [Favorite Activity/Band/Film]." 

 

4. 家族とペット** 

   - "I have [Number] siblings." 

   - "I live with my parents and [Siblings/Pets]." 

   - "We have a [Type of Pet] at home." 

 

5. 未来の目標** 

   - "My future goal is to [Future Goal]." 

   - "I hope for [Achievement] in the coming years." 

   - "I aspire to become a [Dream Occupation]." 

 

相手に質問するときの表現プリント** 

1. 質問の基本** 

   - "May I ask you a few questions?" 

   - "Could you tell me about yourself?" 

   - "Do you mind if I inquire about something?" 

 

2. 人物に関する質問** 

   - "What's your name?" 

   - "Where are you from?" 

   - "What do you like to do in your free time?" 

 

3. 趣味と関心事に関する質問** 

   - "What are your hobbies?" 

   - "What do you like to do in your free time?" 

   - "Is there something you're passionate about?" 

 

4. 家族とペットに関する質問** 

   - "Do you have any siblings?" 

   - "Tell me about your family." 

   - "Do you have any pets?" 
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【資料２】Google Classroom活用 参考画像 

① 
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③ 
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【資料３】生徒の発話及び採点の結果の例 ※文法の誤りを含む 

【例１】 

St1: Hi!  

St2: Hello! What's your name?  

St1: I'm Tatsuki. You? 

St2: I'm Mike. Nice to meet you 

St1: Nice to meet you, too. 

St2: May I ask you a few questions? 

St1: Sure!  

St2: What sports do you like?  

St1: I like baseball. How about you? 

St2: I like bike riding. Do you belong to a baseball club? 

St1: No… Actually, I belong to a soccer club. 

St2: How long have you played soccer?  

St1: Ahmm... I have played soccer for about ten years now. Do you belong to any club? 

St2: Yes, I belong to a ski club. But during summer, in my free time, I enjoy riding my bike 

for fun. 

St1: Oh, that's nice.  

St2: Anyway, how many people are there in your family? 

St1: There are four people: my father, mother, my brother and me.  

This is my mother. She likes watching volleyball. She plays volleyball with her friends 

every week. She is a very active person. 

St2: Is she a professional player? 

St1: No, but she used to be a good player when she was a high school student. 

St2: Really, my father was a good player, too! He played baseball, though. 

St1: That's great. Did he go to Koshien? 

St2: No, he didn't. But his team went to the final of the regional tournament.  

St1: That's great! He must be a great player. What position did he play? 

St2: He played the catcher. 

Teacher: Time is up. 

St2: Okay, nice talking with you. 

St1: Nice talking with you, too. 
 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

St1 a a a 

St2 a a a 

 

 St1,St2 ともに、下線部に見られるように、単元で学んだ表現を会話の内容に応じて適切に使用し、

基本的な疑問文を理解しやすい英語を使用して伝え合っている。また、相手の回答内容に応じ、基本

的な疑問文の形を用いて、情報を得ようと質問をしている。どちらも二つの条件を満たした上で、関

連する情報などを加えながらやり取りを続けていることなどから、すべての観点で「a」とした。 

 

【例２】 

St1: Hi!  

St2: Hello! What's your name?  

St1: I'm Tatsuki. You? 

St2: I'm Mike. Nice to meet you 

St1: Nice to meet you, too. 

St2: May I ask you a few questions? 

St1: Sure!  
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St2: What sports do you like?  

St1: I like baseball. How about you? 

St2: I like bike riding. Do you belongs to a baseball club? 

St1: No… Actually, I belonging to a soccer club. 

St2: How long do you played soccer?  

St1: I play soccer for about ten years now.   

St2: How many people are there in your family? 

St1: There are four people: my father, mother, my brother and me. This is my mother. She 

watching volleyball. She play volleyball with her friends.  

St2: Is she a professional player? 

St1: No, but she was a good player. 

St2: Really, my father was a good player, too! He play baseball, though. 

St1: That's great. Do he go to Koshien? 

St2: No, he couldn't. But his team went to the final of the regional tournament.  

Teacher: Time is up. 

St2: Okay, nice talking with you. 

St1: Nice talking with you, too. 
 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

St1 b b b 

St2 b b b 

  

St1,St2 ともに、下線部に見られるように、英語に多少の誤りはあるものの、お互いの会話内容の理

解に支障を及ぼすほどではなく、基本的な疑問文を理解しやすい英語を用いて使用することができ

る。また、相手の回答内容に応じ、基本的な疑問文の形を用いて、相手から情報を得ようと質問をし

ている。どちらも条件１及び条件２を満たしたやり取りを続けていることなどから、すべての観点で

「ｂ」とした。 

 

【例３】 

St1: Hi!  

St2: Hello! What's your name?  

St1: I'm Tatsuki. You? 

St2: I'm Mike. Nice to meet you 

St1: Nice to meet you, too. 

St2: May I ask you a few questions? 

St1: Sure!  

St2: What sports?  

St1: Baseball, Watch baseball. You? 

St2: Bike, Bike, Riding. You club baseball? 

St1: Baseball? No…soccer. 

St2: ? Long?  

St1: Ahmm... ten years.   

St2: Family number? 

St1: ? I don't know.  

Teacher: Time is up. 

St2: Okay, nice talking with you. 

St1: Nice talking with you, too. 
  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

St1 c c c 
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St2 c c c 

St1,St2 ともに、下線部に見られるように、適切に英語を活用しておらず、会話内容の理解に欠けて

おり、やり取りに支障を生じている。また、相手の回答内容に応じ、基本的な疑問文の形を用いず

に、情報を得ようと質問しているので、２名とも条件１及び条件２を満たしていないやり取りを続け

ていると判断し、すべての観点で「ｃ」とした。 
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【資料４】振り返りシート参考例 
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